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は
じ
め
に

「

」
と
い
う
文
字
は
単
独
で
使
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。「
骨
」
の
上

部
だ
と
い
う
と
、あ
あ
な
る
ほ
ど
と
気
づ
く
だ
ろ
う
。「
骨
」
は
「
月
＝
肉
月
＝
肉
」

が
つ
い
て
い
る
骨
で
あ
る
た
め
、
実
際
に
は
「

」
こ
そ
が
、
本
当
の
「
骨
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

「

」
は
『
説
文
解
字
』
で
は
部
首
だ
が
、『
康
熙
字
典
』
で
は
部
首
で
は
な
い
。

『
康
熙
字
典
』
で
は
「
骨
」
が
部
首
と
さ
れ
て
い
る
。「

」
自
体
は
「
冂
部
四
」

と
い
う
部
首
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

『
説
文
解
字
』
巻
五
の
部
首
と
し
て
の
「

」
に
は
「

𠛰
」
と
「

𠕩
」

が
お
さ
め
ら
れ
る
。

「

」
は
、

剔
人
肉
置
其
骨
也
。
象
形
。
頭
隆
骨
也
。
凡

之
屬
皆
从

（
人
の
肉
を
剔

（
け
ず
）
り
て
其
の
骨
を
置
く
な
り
。
象
形
。
頭
隆
骨
な
り
。
凡
そ

の
屬
、

皆
な

に
从
う
）。

と
み
え
る
。

こ
こ
で
許
慎
は
頭
隆
骨
と
称
し
て
い
る
が
、
文
字
学
の
研
究
者
に
は
、
そ
の
見

解
に
異
を
と
な
え
る
も
の
も
い
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

「
𠛰
」
は
、

分
解
也
。
从

从
刀
。
憑
列
切
。（
分
解
な
り
。

に
从
い
刀
に
从
う
。
憑

列
の
切
）。

「
𠕩
」
は
、

也
。
从
咼
卑
聲
、
讀
若
罷
。
府
移
切
。（
別
（
わ
か
）
つ
な
り
。

に
从

い
卑
聲
。
讀
み
て
罷
の
若
（
ご
と
）
し
。
府
移
の
切
。

と
さ
れ
て
い
る
。

「

」の
説
明
に「
剔
人
肉
」と
み
え
る
。「
剔
」は
削
る
と
い
う
意
味
だ
が
、「

」

の
形
に
は
、そ
の
意
味
を
見
い
だ
し
が
た
い
。
こ
れ
は
「
𠛰
」
の
説
明
で
あ
る
「
分

解
也
。
从

从
刀
」
に
よ
っ
て
「

」
を
説
明
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
人
肉
」
と

字
説

「

」
に
つ
い
て

大　
　

形　
　
　
　
　

徹



「

」
に
つ
い
て

一
一
六

あ
る
た
め
、
こ
れ
は
人
で
あ
る
。
ま
た
「
頭
隆
骨
」
と
あ
る
た
め
、
頭
骨
な
の
だ

ろ
う
。
白
川
静
は
「
頭
や
胸
の
骨
の
形（

1
）」
と
、
頭
骨
だ
け
で
な
く
胸
の
骨
と
解

釈
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
後
述
す
る
。

部
首
と
し
て
は
そ
う
な
る
の
だ
が
、
こ
の
文
字
を
構
成
要
素
と
す
る
も
の
は
他

に
も
あ
る
。
そ
れ
ら
に
は
、
精
神
や
霊
（
タ
マ
シ
イ
）
的
な
も
の
と
結
び
つ
く
も

の
が
あ
る
。
つ
ま
り
精
神
的
な
も
の
、
一
般
に
目
に
見
え
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

る
も
の
を
文
字
で
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
「

」
に
「
口
」
が
つ
く
と
、「
咼
」（
説
文

、
甲
骨

、
そ
の

他
（
2
））
と
な
り
、
さ
ら
に
「
示
」
が
つ
く
と
「
禍
」（
説
文

、
甲
骨

、

そ
の
他
（
3
））
と
な
る
。
こ
れ
は
「
わ
ざ
わ
い
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。

六
書（

4
）と
い
う
分
類
法
が
あ
る
。「
象
形
・
指
事
・
会
意
・
形
声
・
転
注
・
仮
借
」

で
あ
る
。「
咼
」
は
「

」
と
「
口
」
の
会
意
。「
禍
」
は
「
示
」
と
「
咼
」
の
形

声
で
あ
り
、
六
書
の
中
で
こ
れ
ら
の
文
字
の
説
明
は
つ
く
。

「
象
形
」
と
い
う
形
を
象
（
か
た
ど
）
っ
た
文
字
と
い
う
分
類
は
あ
る
。
白
川

静
は
、「
象
形
」
を
「
絵
画
的
な
方
法
」
と
述
べ
、『
説
文
解
字
叙
』
の
「
象
形
な

る
者
は
、
其
の
物
を
畫
成
し
、
體
に
隨
つ
て
詰

（
き
つ
く
つ
）
す
。
日
月
、
是

れ
な
り（

5
）」
を
引
用
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
形
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
。
さ
き
に
述
べ
た
よ

う
に
精
神
や
霊
に
関
す
る
文
字
は
多
く
あ
る
。そ
れ
ら
は
形
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

形
の
あ
る
も
の
と
、
な
い
も
の
と
い
う
分
類
も
ま
た
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

象
形
が
形
の
あ
る
も
の
を
示
す
と
す
れ
ば
、
す
で
に
そ
の
時
点
で
実
際
に
は
形

の
な
い
も
の
は
分
類
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
象
形
以
外
の
も
の
と
い
う
分
類

で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
六
書
と
い
う
分
類
に
は
、
そ
の
よ
う
な
項
目
は
な
い
。
項

目
が
な
い
た
め
、
形
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
注
目
さ

れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

拙
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
、
形
の
な
い
も
の
に
関
す
る
文
字
、
そ
の
な
か
で
も

と
く
に
精
神
や
霊
に
関
す
る
文
字
が
ど
の
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
な

ぜ
そ
れ
が
そ
う
だ
と
わ
か
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、「

」
と
い
う
文

字
と
そ
の
派
生
形
の
文
字
を
例
に
と
っ
て
、
簡
単
に
提
示
し
て
み
た
い
。

一
、「

」
に
つ
い
て
の
先
行
研
究

「

」
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
陳
夢
家
「
釋

」（
考
古
社
刊　

第
五
期
）、
郭
沫
若
（『
殷
契
粋
編
考
釈
』）、
馬
叙
倫
（『
説
文

解
字
六
書
疏
証
』）、
李
孝
定
（『
甲
骨
文
字
集
釋
』
第
四
）、
于
省
吾
「
釋

」『
甲

骨
文
字
釋
林
』」、
徐
中
舒
『
甲
骨
文
字
典
』
巻
四
、
丁

『
東
薇
堂
読
契
記
』
中

国
文
字
新
十
二
期
が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
は
か
な
り
長
い
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
拙
稿
の
関
心
に
あ

う
部
分
の
み
を
摘
録
し
て
紹
介
す
る
。

著
者

書
名
・
論
文
名

内
容 （
摘
録
）

備
考

許
慎

『
説
文
解
字
』

巻
五

人
の
肉
を
剔
（
け
ず
）
り
て
其
の
骨

を
置
く
な
り
。
象
形
。
頭
隆
骨
な
り
。

凡
そ

の
屬
、
皆
な

に
从
う（

6
）。

人
の
頭
隆

骨
。

こ
れ
は
頭
蓋

骨
の
上
部
を

さ
す
と
思
わ

れ
る
が
、
き

ち
ん
と
し
た

説
明
は
な

い
。
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陳
夢
家
「
釋

」
考
古

社
刊　

第
五

期

上
の
述
ぶ
る
所
を
總
ぶ
る
に
、
卜
辭

の

は
卜
骨
の
形
を
象
り
、
讀
み
て

咎
の
若
く
す
、
故
に
同
音
假
借
し
て

咎
と
為
す
。
孳
乳
し
て
過
と
為
り
禍

と
為
り
、
義
符
の
肉
を
加
え
て
骨
と

為
り
肯
と
為
り
、
又
た
孳
乳
し
て
楇

と
為
り
鍋
と
為
り
、
器
の
名
と
為
る（

7
）。

※
卜
骨
の

形
。
過
・
禍

な
ど
に
な

る
。

郭
沫
若
『
殷
契
粋
編
考

釈
』

…
後
ち
骨
臼
刻
辭
に
「
四

㞢
一

」
の
一
例
を
得
、
林
二
・
卅
・

一
二
。

を
釋
し
て

と
為
し
て
謂

え
ら
く
即
ち
骨
窠
と
。

は
即
ち
此

れ

字
の
草
率
な
る
者
、其
の
字
、

簡
畧
し
て
之
れ
を
出
だ
せ
ば
、
則
ち

の
諸
形
と
為
り
、
因
り
て
疑
う

ら
く
は
、凡
そ
卜
辭
の
「
亡
𡆥
」
の
字
、

均
し
く
是
れ
「
亡

」、
讀
み
て
、
𣄸

無
き
か
、
と
為
す
、
但
だ
苦
だ
確
證

無
し
。
今
、
本
片
を
得
、
此
れ
疑
う

ら
く
は
乃
ち
断
然
、
證
實
な
り（

8
）。

※
骨
窠
。

＝
𡆥
＝
𣄸

馬
叙
倫
『
説
文
解
字
六

書
疏
証
』

饒

曰
く
、

は
即
ち
骨
の
象
形
の

本
字
な
り
。
形
顯
ら
か
な
ら
ざ
る
に

因
り
て
、
乃
ち
肉
を
加
え
て
以
て
之

れ
を
箸
（
あ
き
ら
）
か
に
す
る
な
り
。

唐
蘭
曰
く
、
過
伯
𣪕
の

は
即
ち
過

な
り
。
辵
に
從
う
。

に
從
う
。

は
即
ち

な
り
。
魚
𠤎

字
の
從
う

所
の

は
即
ち
骨
の
字
。
卜
辭
之

は
即
ち
䯉
の
字
。
倫
按
ず
る
に
饒
・

唐
の
二
説
、是
な
り
。
初
文
の
骨
の
字
、

象
形
、

に
作
る
に
本
づ
く
。
此
れ

上
の
、
骨
の
耑

處
に
象
る
な

り
。
金
甲
文
は
則

、
兩
耑
の

に
象
る
な
り
。
説
解
本
、
骨
に
作
る

な
り
。
今
を
以
て
古
を
釋
す
。
校
者

知
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
人
肉
を
剔
り
其

の
骨
を
置
く
を
以
て
之
れ
を
説
く
。

後
世
、

刑
有
る
自
り
の
外
、
寧
ん

ぞ
此
の
忍
き
事
有
ら
ん
や
。
頭
隆
骨

也
も
亦
た
校
語
な
り（

9
）。

※
骨
の
象
形

の
本
字
。

李
孝
定
『
甲
骨
文
字
集

釋
』
第
四

之
れ
を
綜
ぶ
る
に
、
卜
辭
の
諸

字
、

釋
し
て

骨
と
為
し
、
讀
み
て
禍
と

為
す
。
諸
辭
に
於
い
て
均
し
く
通
ず

可
し
。
讀
み
て
荻

のの
二
字
に
至
ら

ば
、
則
ち

に
从
う
の
字
と
為
し
、

當
に
占
と
釋
す
べ
し
。
卟
と

の
若

く
、
一
字
に
非
ざ
る
な
り（
10
）。

※

に
は

「
禍
」
と
解

釈
で
き
る
場

合
と
「
占
」

と
解
釈
で
き

る
場
合
が
あ

る
。



「

」
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て
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于
省
吾
「
釋

」『
甲

骨
文
字
釋

林
』」

之
れ
を
總
ぶ
る
に
、
前
文
既
に

の

骨
字
の
初
文
、
骨
架
相
い
支

う
る

の
形
を
象
り
、
其
の
左
右
の
小
さ
き

豎
劃
は
骨
節
轉
折
の
處
、
突
出
す
る

形
を
象
り
、
後
來
、

の
字
、
孳
乳

し
て
骨
と
為
り
、
遂
に
肉
に
从
い

聲
の
形
聲
字
と
成
為
る
を
闡
明
せ
り
。

這
れ
就
ち
説
文
の
誤
解
を
糾
正
せ
り
。

商
代
金
文
中
の
舊
と
識
ら
ざ
る
所
の

字
、
古
文
字
、
横
列
豎
列
往
往
に
し

て

無
き
を
以
て
之
れ
を
證
す
る
に

至
り
て
は
、
疑
い
無
く
、
它
も
ま
た

是
れ

字
の
古
文
な
り
。
古
文
字
中

の

と

に
从
う
の
字
、
既
然
に
常

見
す
れ
ば
、
則
ち
甲
骨
文
の

等
の
字
、
舊
と
釋
し
て
禍
、

或
い
は
骨
と
為
し
、
又
た

或
い

は

を
釋
し
て
過
と
為
す
は
、
都
て

是
れ
主
觀
臆
測
、
毫
も
根
據
無
き
も

の
な
り（
11
）。

※
（
人
の
）

骨
架
が
支
え

る
形
、
左
右

の
小
さ
な
縱

画
は
関
節
。

※
禍
、

、

骨
な
ど
と
す

る
の
は
主
観

臆
測
。

徐
中
舒
『
甲
骨
文
字

典
』
巻
四
、

〔
解
字
〕

は
ト
用
の
牛
の
肩
胛
骨
の

形
を
象
る
、
即
ち
《
説
文
》

字
の

初
形
、
上
部
の
、
骨
臼
之
下
凹
を
象

り
、
下
部
の

は
牛
の
肩
胛
骨
の
上

歛
ま
り（
12
）
下
侈
き
の
形
を
象
る
、
又
た

ト
骨
整
治
せ
し
時
、
骨
臼
の
一
側
に

於
い
て
、
鋸
も
て
一
直
角
形
の
骨
塊

を
去
る
、
故
に
復
た
骨
版
上
部
骨
臼

の
旁
に
於
い
て
特
別
に

形
の
缺
口

を
描
繪
し
て

形
を
作
る
。
甲
骨
文

の

或
い
は
又
た

に
作
る
は
、
乃

ち

の
形
の
簡
化
に
由
り
て

と
為

り
、
進
み
て
簡
化
し
て

、

の
形

と
為
る
。

一
、
用
て
骨
に
作
る
（
例
文　

省
略
）

二
、読
み
て
禍
の
如
し
（
例
文　

省
略
）

三
、
人
名
（
例
文　

省
略
）（
13
）

※
占
い
に
用

い
る
牛
の
肩

胛
骨
。
鋸
で

整
形
し
た

形
。

丁

『
東
薇
堂
読
契

記
』
中
国
文

字
新
十
二
期

…
此
れ
牛
胛
骨
轉
倒
の
形
な
り
。
此

の
字
の
隷
は

、
實
に
骨
の
形
な
り（
14
）。

※
牛
の
肩
胛

骨
を
ひ
っ
く

り
か
え
し
た

形
。
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白
川
静

『
字
通（
15
）』

※

の
甲
骨
・

金
文
の
例
は

あ
げ
て
い
な

い
。

※
咼
に
つ
い

て
は
甲
骨

・
金
文

﹇
象
形
﹈
頭
や
胸
の
骨
の
形
。〔
説
文
〕

四
下
に
「
人
の
肉
を
剔
り
て
其
の
骨

を
置
く
な
り
。
象
形
。
頭
隆
骨
な
り
」

と
い
う
。〔
列
子
、
湯
問
〕
に
炎
人
の

国
の
話
と
し
て
、
親
が
死
ぬ
と
「
其

の
肉
を

り
て
之
れ
を
棄
つ（
16
）」
と
あ

り
、
複
葬
の
俗
を
い
う
。
卜
辞
に
「
犬

を

ら
ん
か
」
の
よ
う
に
、
犬
牲
の

法
を
卜
す
る
も
の
が
あ
る
。

に
祝

禱
の
器
で
あ
る
横
を
加
え
た
も
の
は

咼
。
禍
（
禍
）
の
初
文
で
あ
る（
17
）。

﹇
訓
義
﹈

1.
わ
け
る
、
け
ず
る
、
と
く
。

2.
わ
ざ
わ
い
。

※
人
の
頭
隆

骨
。

※

は
複
葬

で
肉
を
け
ず

る
こ
と
。

劉
志
基

『
中
国
漢
字
文

物
大
系（
18
）』

文
字
の
写
真

 
 

甲
骨
文
は
骨
架
の
形
に
象
る
、
当
に

〝
骨
〞
字
の
初
文
と
為
す
べ
し
。
後

世
〝

〞
字
罕
に
見
ゆ
る
は
、
當
に

〝
骨
〞
の
字
、
已
に
有
る
に
因
る
が

故
な
り（
19
）。

（
人
の
）
骨

架
の
形
。
図

版
を
み
れ

ば
、
頭
骨
で

は
な
い
。

説
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
大
き
く
分
け
る
と
①
人
骨　

②
獣
骨
に
分
か
れ
る
。

①
人
骨
は
さ
ら
に
、
a
頭
隆
骨 

b
骨
架
に
分
か
れ
る
。
②
獣
骨
は
牛
の
肩
胛
骨

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
簡
単
な
表
に
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

骨

部
位

学
者

人
骨

頭
隆
骨

許
慎
・
白
川
静

骨
架

于
省
吾
・
劉
志
基

獣
骨

牛
の
肩
胛
骨

陳
夢
家
・
郭
沫
若
・
馬
叙
倫
・
徐
中
舒
・
丁

『
説
文
解
字
』
は
頭
隆
骨
だ
と
い
う
。
こ
の
言
い
方
は
、『
説
文
解
字
』
に
始
ま

る
も
の
で
、
そ
の
後
の
文
献
も
、
こ
れ
を
踏
襲
し
た
も
の
に
し
か
あ
ら
わ
れ
な
い
。

医
学
的
に
は
「
外
後
頭
隆
起
」
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
第
七
頸
椎
の
こ
と

を
「
隆
椎
」
と
い
う
。
こ
の
部
分
だ
け
が
隆
起
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど

も
そ
れ
に
相
当
す
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

于
省
吾
や
劉
志
基
の
あ
げ
る
も
の
は
人
の
骨
架
の
形
だ
と
す
る
。
要
す
る
に
骨

と
骨
が
つ
な
が
る
様
子
だ
と
い
う
。
于
省
吾
は
関
節
に
あ
た
る
部
分
ま
で
指
摘
し

て
い
る
。
こ
の
場
合
、
頭
骨
で
は
な
く
身
体
の
骨
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
手
足
あ

る
い
は
肋
骨
な
ど
に
特
定
で
き
る
か
と
い
う
と
、
ど
う
も
そ
の
よ
う
で
も
な
い
。

白
川
静
の
『
字
通
』
は
、
こ
の
形
と
他
の
形
を
と
も
に
「

」
と
し
て
あ
げ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
形
の
説
明
は
な
い
。
白
川
静
は
親
が
死
ん
だ
と
き
に
肉
を
削

り
取
る
習
俗
を
あ
げ
る
。
人
骨
を
祖
先
の
も
の
と
み
な
す
よ
う
で
あ
る
。

一
方
、
獣
骨
の
方
は
、
牛
の
肩
胛
骨
と
み
な
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
骨
臼
部

分
を
ノ
コ
ギ
リ
で
切
り
取
っ
て
整
治
し
て
い
る
と
い
う
。
牛
の
肩
胛
骨
は
占
い
に

使
用
さ
れ
る
た
め
に
、
こ
の
解
釈
は
占
い
の
内
容
と
関
連
す
る
こ
と
に
な
る
。
人

骨
で
占
う
例（
20
）は
あ
り
、
と
く
に
頭
骨
で
占
っ
た
例
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
特

殊
な
例
で
あ
り
、
一
般
的
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。



「

」
に
つ
い
て

一
二
〇

二
、「
死
」
と
い
う
文
字
に
つ
い
て

「
死
」
と
い
う
文
字
は
「

」
と
関
連
す
る
。「
死
」
の
文
字
の
部
首
で
あ
る
「

（
妄
）」
は
『
説
文
解
字
』
四
下
に
、「
列
骨
の
残
な
り
。
半

に
从
う（
22
）」
と
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、「

（
妄
）」
は
、「
半

」
す
な
わ
ち
「

」
の
半
分
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
残
骨
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
「
死
」
の
甲
骨
文
の
形
を
み
て
み
る
と
、
甲
骨
文
と
し
て
「

・

・

」、
金
文
と
し
て
「
孟
・
毛
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る（
23
）。

「

（
妄
）」」
は
人
が
残
骨
に
拝
礼
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
残
骨
を
あ
ら
わ

す
部
分
の
上
部
は
「
卜
」
に
も
み
え
る
が
、
こ
れ
を
「
卜
」
と
み
な
す
も
の
は
な

い
。
も
し
「
卜
」
だ
と
す
れ
ば
骨
と
占
卜
の
関
係
を
考
察
す
る
上
の
ヒ
ン
ト
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。

徐
仲
舒
『
甲
骨
文
字
典
』
は
「
死
（

）」
に
つ
い
て
、

人
、
朽
骨
の
旁
に
拝
す
る
を
象
り
、
以
て
死
の
義
に
會
す（
24
）。

と
す
る
。

朽
ち
た
骨
つ
ま
り
骨
を
拝
ん
で
い
る
様
子
で
あ
る
。
他
の
字
形
を
み
て
も

「　
（
25
）」
は
傍
ら
の
人
が
側
身
形
で
立
っ
て
い
る
様
子
で
、「 

（
26
）」
は
尸
の
よ

う
に
み
え
、
ま
た
「 

（
27
）」
は
跪
い
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
れ
ら
の
残
骨
は

当
然
、
人
骨
で
あ
ろ
う
。

白
川
静
『
字
通
』「
死
」
は
「
𣦵
は
人
の
残
骨
の
象
。
人
は
そ
の
残
骨
を
拝
し

弔
う
人（
28
）」
と
説
明
す
る
。
徐
仲
舒
に
は
な
か
っ
た
「
弔
う
」
の
語
が
入
っ
て
い
る
。

「
骨
」
に
死
者
の
霊
魂
が
憑
り
つ
い
て
い
な
け
れ
ば
、
骨
を
拝
し
弔
う
意
味
は
な

い
だ
ろ
う
。
甲
骨
文
の
時
代
に
は
、
骨
と
霊
魂
が
一
体
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
荘
子
』
至
樂
の
「
荘
子
、
楚
に
之
き
て
、
空
髑
髏
を
見
る
。
…
髑
髏
を
援
き

て
枕
し
て
臥
す
。
夜
半
、
髑
髏
、
夢
に
見
わ
れ
て
曰
く
、「
子
の
談
ず
る
こ
と
辯

士
の
似
し
…（
29
）」
は
、路
傍
に
転
が
る
頭
蓋
骨
を
枕
に
眠
っ
た
た
め
、夢
に
死
者
（
髑

髏
）
の
魂
が
現
れ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
れ
は
死
者
が
骨
に
な
っ
た
あ
と
も
、

そ
の
霊
魂
が
よ
り
つ
く
と
い
う
話
で
あ
る
。
そ
の
淵
源
が
殷
の
時
代
か
ら
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

三
、
咼
・
禍
・
過

「

」
の
下
に
「
横
」
の
つ
い
た
も
の
が
「
咼
」
で
あ
る
。「
横
」
は
白
川
静
は

「
さ
い
」
と
説
明
す
る
。
徐
仲
舒
は
「
人
所
以
言
食
也
、
象
形
（
人
の
言
い
食
ら

う
所
以
な
り
、
象
形
）」
と
「
口く

ち

」
と
い
う
理
解
だ
が
、
口
以
外
に
「
人
名
・
災
禍
」

と
い
う
意
味
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

咼白
川
静
は
、「
咼
」
に
つ
い
て
、﹇
字
訓
﹈「
わ
ざ
わ
い
」
と
し
て
い
る
。
文
字
と

し
て
は
、
甲
骨
「

」」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「

」
と
同
じ
で
あ
る
。

﹇
会
意
﹈
と
し
て
、

（
か
）
＋
口
。

は
人
の
上
体
の
残
骨
の
象
。
口
は
横
（
さ
い
）、
祝
禱

を
収
め
る
器
の
形
。
そ
の
死
霊
の
呪
能
に
よ
っ
て
、
人
に
呪
詛
す
る
意
で
、

（
21
）
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こ
れ
に
よ
っ
て
禍
殃
を
与
え
る
。〔
説
文
〕
二
上
に
「
口
戻
り
て
正
し
か
ら

ざ
る
な
り
」
と
あ
り
、
禍
（
禍
）
の
初
文

と
み
え
る
。

な
ぜ
残
骨
で
呪
詛
が
行
え
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
骨
と
霊
魂
の
関
係
を
ベ
ー
ス

に
す
れ
ば
わ
か
り
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
咼
」
は
「
禍
」
の
初
文
と
し
て
い

る
。「
禍
」
は
「
わ
ざ
わ
い
」
で
あ
る
。

禍「
禍
」
に
つ
い
て
は
、﹇
字
訓
﹈「
わ
ざ
わ
い
・
と
が
め
」
と
し
た
上
で
、
甲
骨
と

し
て
「
慌
」、
金
文
と
し
て
は
「
抗
」
を
あ
げ
る
。

そ
し
て
、

﹇
形
声
﹈
声
符
は
咼
（
か
）。
咼
は
残
骨
を
用
い
て
呪
詛
を
行
う
意
。
そ
れ
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
を
禍
と
い
う
。〔
説
文
〕一
上
に「
害
な
り
」、〔
釈

名
、
釈
言
語
〕
に
「
毀
な
り
」
と
い
う
。
毀
も
残
骨
を
殴
（
う
）
っ
て
呪
詛

す
る
意
。
字
は
ま
た
旤
に
作
る
。

と
い
う
。

『
釋
名
』
の
原
文
は
、
漢
劉
熈
撰
『
釋
名
』
卷
四
、
釋
言
語
「
祸
は
毁
な
り
。

毁
ち
滅
す
る
を
言
う
な
り（
30
）」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「「
毀
な
り
」
と
い
う
」
と
し

た
上
で
、「
毀
も
残
骨
を
殴
（
う
）
っ
て
呪
詛
す
る
意
。
字
は
ま
た
旤
に
作
る
」

と
述
べ
る
。

あ
わ
せ
て
、「
毀
」
に
つ
い
て
白
川
静
の
『
字
通
』
を
考
察
す
る
と
、

﹇
会
意
﹈
衣
＋
殳
（
し
ゆ
）。
衣
は
〔
説
文
〕
古
文
の
字
形
に
よ
る
と
臼
（
き

ゆ
う
）
と
𡈼
（
て
い
）
の
形
。
す
な
わ
ち
兒
（
児
）
が
挺
し
て
立
つ
形
。
こ

れ
に
殳
を
加
え
て
殴
（
う
）
つ
意
の
字
で
あ
る
。〔
説
文
〕
に
字
を
土
部

十
三
下
に
属
し
、「
缺
く
な
り
」
と
訓
し
て
、
土
器
の
類
を
毀
損
す
る
意
と

す
る
が
、
そ
の
字
形
は

（
の
う
）
の
縫
合
部
の
あ
る
幼
児
を
毀
損
す
る
意

で
、
お
そ
ら
く
犠
牲
の
方
法
を
示
す
字
で
あ
ろ
う
。
殷
墓
の
殉
葬
者
の
う
ち

に
、
多
数
の
幼
童
、
未
成
年
者
の
残
骨
が
あ
る
。〔
周
礼
、
地
官
、
牧
人
〕「
凡

そ
外
祭
毀
事
に
は
、
尨
（
む
く
い
ぬ
）
を
用
ふ
る
も
可
な
り
」
の
〔
杜
子
春

注
〕
に
、「
毀
と
は
副
辜
候
禳
、殃
咎
を
毀
除
す
る
の
屬
を
謂
ふ
」
と
あ
っ
て
、

犠
牲
を
用
い
る
祓
禳
の
儀
礼
で
あ
る
が
、
殷
で
は
異
族
の
幼
孩
の
も
の
を
用

い
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
毀
は
ま
さ
に
そ
の
字
で
あ
り
、
ま
た
焚

殺
す
る
こ
と
を
燬
と
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
あ
る
。

『
周
禮
』
の
杜
子
春
の
注
に
あ
る
「
毀
と
は
抜
辜
候
禳
、
殃
咎
を
毀
除
す
る
の

屬
を
謂
ふ（
31
）」
は
、
本
来
、
犠
牲
を
用
い
る
祓
禳
の
儀
礼
で
あ
る
。
そ
れ
を
「
殷

墓
の
殉
葬
者
の
う
ち
に
、
多
数
の
幼
童
、
未
成
年
者
の
残
骨
が
あ
る
」
こ
と
か
ら
、

「
殷
で
は
異
族
の
幼
孩
の
も
の
を
用
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。

白
骨
に
対
す
る
も
の
と
し
て
は
、白
川
静
は
「

」
の
例
を
あ
げ
て
い
る
。「
放

は
架
屍
を
殴
（
う
）
つ
形
。
そ
の
架
屍
に
頭
の
存
す
る
形
が

で
あ
る
か
ら
、
古

に
攴
を
加
え
る
形
で
あ
る
。
放
は
架
屍
を
殴
（
う
）
つ
追
放
の
儀
礼
。
そ
の
呪
霊



「

」
に
つ
い
て

一
二
二

を
呵
し
て
呪
詛
す
る
行
為
を
い
う（
32
）」
と
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
人
の
骨
に
関
わ
る
文
字
で
あ
る
と
い
え
る
。

過
「﹇
字
訓
﹈
す
ぎ
る
・
よ
ぎ
る
・
あ
や
ま
ち
」
と
す
る
。
甲
骨
の
字
形
は
な
く
、

金
文
「

・

」
の
形
を
あ
げ
る
。

﹇
形
声
﹈
声
符
は
咼
（
か
）。〔
説
文
〕
二
下
に
「
度
（
わ
た
）
る
な
り
」
と

度
越
・
通
過
の
意
と
す
る
。
咼
は
残
骨
の
上
半
に
、
祝
祷
を
収
め
る
器
（
口
、

横
（
さ
い
））
の
形
を
加
え
、
呪
詛
を
加
え
る
呪
儀
。
特
定
の
要
所
を
通
過

す
る
と
き
、
そ
の
よ
う
な
祓
い
の
儀
礼
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
す
る
。

「
咼
は
残
骨
の
上
半
に
、
祝
祷
を
収
め
る
器
（
口
、
横
（
さ
い
））
の
形
を
加
え
、

呪
詛
を
加
え
る
呪
儀
」
と
い
う
。
こ
こ
も
ま
た
呪
詛
と
い
う
解
釈
で
あ
り
、
ま
た

残
骨
で
あ
る
。

こ
の
「
過
」
に
は
、「﹇
参
考
﹈」
と
あ
り
、

春
秋
期
の
金
文
〔

（
ち
ゅ
）
大
宰
鐘
〕
に
「
用
（
も
っ
）
て
眉
壽
〜
を
過

（
い
の
）
る
」
と
い
う
用
法
が
あ
る
。
金
文
に
多
く
見
え
る
「
匄
（
い
の
）
る
」

も
人
骨
の
呪
霊
を
用
い
る
呪
儀
。
国
語
の
「
す
ぐ
」
は
「
す
が
し
」
と
同
根

の
語
と
思
わ
れ
、修
祓
に
よ
っ
て
心
の
清
ま
る
意
。「
あ
や
ま
ち
」は「
霊（
あ

や
）」
の
は
た
ら
き
を
い
い
、
呪
儀
に
よ
る
禍
殃
を
意
味
す
る
。

と
み
え
る
。

こ
こ
も
人
骨
と
関
わ
る
。
ま
た
「
あ
や
ま
ち
」
は
、
日
本
語
と
し
て
、「
霊
（
あ

や
）」
と
関
連
す
る
と
い
い
い
、
呪
儀
に
よ
る
禍
殃
を
意
味
す
る
と
い
う
。

さ
ら
に
匄
に
つ
い
て
、
考
察
す
れ
ば
、

﹇
会
意
﹈
勹
（
ほ
う
）
＋
灰
（
亡
）。
と
も
に
人
骨
の
象
。
こ
れ
を
呪
霊
と
し

て
祈
り
求
め
る
意
。

と
み
え
る
。

こ
こ
も
ま
た
人
骨
に
関
連
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

拙
稿
で
は
「

」
と
い
う
文
字
と
そ
の
派
生
形
の
文
字
を
例
に
と
っ
て
、
形
の

な
い
も
の
に
関
す
る
文
字
、
と
く
に
精
神
や
霊
に
関
す
る
文
字
が
ど
の
よ
う
な
構

造
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
考
察
し
た
。
一
で
は
「

」
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を

整
理
し
た
。
諸
説
紛
糾
し
て
い
る
が
、
人
骨
と
み
る
場
合
、
獣
骨
と
み
る
場
合
に

大
き
く
分
か
れ
た
。
人
骨
の
場
合
は
、
頭
か
身
体
の
骨
格
か
に
分
か
れ
る
。
獣
骨

は
牛
の
肩
胛
骨
で
あ
る
。
大
き
く
み
れ
ば
「
骨
」
で
あ
る
。
人
骨
で
あ
れ
ば
、
そ

こ
に
死
者
の
霊
魂
が
憑
り
つ
く
と
い
う
概
念
が
ベ
ー
ス
と
し
て
存
在
し
て
い
る
事

に
気
づ
く
。
牛
の
肩
胛
骨
で
あ
っ
て
も
そ
れ
は
占
卜
用
で
あ
り
、
そ
こ
に
神
あ
る

い
は
祖
霊
の
意
思
が
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
お
も
わ
れ

る
。
い
ず
れ
も
た
ん
な
る
物
質
と
し
て
の
骨
で
は
な
い
だ
ろ
う
。



一
二
三

漢
字
學
硏
究　

第
五
號

二
で
は
「
死
」
と
い
う
文
字
に
つ
い
て
考
察
し
た
。「
死
」
と
い
う
文
字
の
「
歹
」

の
部
分
は
「
半

」
と
さ
れ
る
。
残
骨
だ
と
い
う
。
そ
の
横
に
は
側
身
形
の
「
人
」

が
配
さ
れ
、
跪
坐
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
人
が
残
骨
に
拝
礼
し
て
い
る
様
子
に

み
え
る
。「
歹
」
の
上
部
に
は
、占
卜
の
「
卜
」
に
み
え
る
形
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
を
占
卜
の
卜
だ
と
す
る
説
明
は
な
い
。
し
か
し
、「
半

」
の
上
に
は
「
卜
」

が
配
さ
れ
、「

」
の
下
に
は
「
口
」
が
配
さ
れ
て
「
咼
」
と
な
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。「
卜
」
と
「
口
」
は
「
占
」
の
構
成
要
素
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
占
卜
に
関

連
す
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

三
で
は
咼
・
禍
・
過
な
ど
の

か
ら
孳
乳
、
つ
ま
り
派
生
し
て
あ
ら
わ
れ
る
文

字
に
つ
い
て
考
察
し
た
。「

」
は
『
説
文
解
字
』
の
部
首
で
あ
る
が
、
そ
こ
に

お
さ
め
ら
れ
る
文
字
は

の
二
つ
の
み
で
あ
る
。
咼
・
禍
・
過
は
い
ず
れ
も

別
の
部
首
で
あ
る
。複
数
の
部
首
に
重
複
し
て
分
類
す
る
と
い
う
考
え
方
は
な
い
。

咼
・
禍
・
過
な
ど
は
「

」
の
部
首
に
は
分
類
さ
れ
な
い
た
め
、
文
字
の
流
れ
を

考
察
す
る
場
合
は
孳
乳
の
概
念
を
も
ち
い
る
こ
と
が
有
効
で
あ
ろ
う
。白
川
静
は
、

「
咼
」
を
「
わ
ざ
わ
い
」、「
禍
」
を
「
わ
ざ
わ
い
・
と
が
め
」、
過
を　
「
あ
や
ま
ち
」

と
訓
じ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
説
明
に
「
咼
は
残
骨
の
上
半
に
、
祝
祷
を
収
め
る
器

（
口
、
横
（
さ
い
））
の
形
を
加
え
、
呪
詛
を
加
え
る
呪
儀
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ

こ
で
「
残
骨
」
と
い
う
「
骨
」
に
関
わ
っ
て
「
呪
」
と
い
う
概
念
が
展
開
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
く
。「
骨
」
に
は
、
た
ん
な
る
物
質
で
は
な
く
、
そ
こ
に
死
者

の
霊
魂
が
よ
り
つ
く
。
そ
の
前
提
の
も
と
で
、
呪
詛
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
文
字
の
構
造
と
し
て
み
た
場
合
、「
咼
」
は
、
骨
の
象
形
の
「

」
に
器

あ
る
い
は
口
の
象
形
の
「
横
（
さ
い
）」
あ
る
い
は
「
口
」
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。

「
禍
」
で
は
さ
ら
に
「
示
」
が
つ
き
、「
過
」
で
は
「
辵
ち
ゃ
く
（
し
ん
に
ょ
う
）」

が
つ
く
。「
示
」
は
「
神
を
祭
る
祭
卓（
33
）」
と
い
う
テ
ー
ブ
ル
で
あ
り
、象
形
で
あ
る
。

「
辵
」
は
、「﹇
会
意
﹈
彳
（
て
き
）
＋
止
（
し
）。
彳
は
小
径
、
止
は
趾
（
あ
し
）、

歩
行
す
る
意（
34
）」
と
会
意
で
あ
る
が
、
そ
の
構
成
要
素
「
彳
（
て
き
）」「
止
（
し
）」

ま
で
分
解
す
る
と
象
形
と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
い
ず
れ
の
漢
字
に
お
い
て
も

そ
う
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
と
り
あ
げ
た
「
わ
ざ
わ
い
・
と
が
め
・
あ
や
ま
ち
」
な
ど
の
形
の
な
い

文
字
も
構
成
要
素
を
細
か
く
分
解
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
が
象
形
文
字
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
つ
ま
り
、
形
の
な
い
も
の
を
意
味
す
る
文
字
も
、
形
の
あ
る
も
の
の
組

み
合
わ
せ
で
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
と
り
あ
げ
た
「
わ
ざ
わ
い
・
と
が
め
・
あ
や
ま
ち
」
と

読
め
る
文
字
の
も
と
に
は
、「

」
と
い
う
文
字
が
あ
り
、そ
れ
は
「
骨
」
で
あ
る
。

上
述
し
た
よ
う
に
そ
の
解
釈
は
人
骨
と
獣
骨
に
分
か
れ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に

し
て
も
、
そ
こ
に
霊
魂
が
憑
り
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
宗
教
的
な
意
味
が
生
じ
る
と

い
う
確
た
る
認
識
が
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
文
字
以
前
に
霊
魂
が
憑
り
つ
く
と
い

う
認
識
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
文
字
は
作
ら
れ
る
は
ず
も
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
認
識
の
も
と
で
、
象
形
と
象
形
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
つ
ま

り
、
形
の
あ
る
も
の
同
士
を
組
み
合
わ
せ
る
事
に
よ
っ
て
、
形
の
な
い
も
の
文
字

を
生
み
出
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

注（1
）『
字
通
』、
平
凡
社
、
一
九
八
九
、一
○
九
頁
。
甲
骨
文
な
ど
の
字
体
はCD

-ROM
版
よ
り
（
以
下
同
じ
）。

（
2
）
同
右
。

（
3
）
同
、
一
一
七
頁
。



「

」
に
つ
い
て

一
二
四

（
4
）
白
川
静
『
字
通
』
は
、「
文
字
の
構
造
法
。
象
形
・
指
事
・
会
意
・
形
声
・
転
注
・

仮
借
。
宋
・
戴
侗
〔
六
書
故
の
序
〕
書
多
し
と
雖
も
、
其
の
實
を
蓬
（
す
）
ぶ
る
は
六

書
の
み
。
六
書
既
に
苓
じ
、
參
伍
し
て
以
て
變
じ
、
觸
類
（
し
よ
く
る
い
）
し
て
長
ず
」

と
述
べ
る
。
※
元
、
蘇
天
爵
編
『
元
文
類
』
卷
三
十
二
、
序
に
「
六
書
故
序　

戴
侗　
　

…
書
雖
多
、
總
其
實
六
書
而
巳
。
六
書
既
通
、
參
伍
以
變
、
觸
類
而
長
」
と
み
え
る
。

（
5
）
白
川
静
『
字
通
』
象
形
の
説
明
。
な
お
こ
の
部
分
の
原
文
は
漢
許
慎
撰
『
説
文
解
字
』

卷
十
五
上
に
「
象
形
者
畫
成
其
物
隨
體
詰

日
月
是
也
」。

（
6
）
剔
人
肉
置
其
骨
也
。
象
形
。
頭
隆
骨
也
。
凡

之
屬
皆
从

。

（
7
）
蟯
上
所
述
、
卜
辭
之

象
卜
骨
之
形
、
讀
若
咎
、
故
同
音
假
借
為
咎
。
孳
乳
為
過

為
禍
、
加
義
符
肉
為
骨
為
肯
、
又
孳
乳
為
楇
為
鍋
、
為
器
名
。

（
8
）
…
後
于
骨
臼
刻
辭
得
「
四

㞢
一

」
之
一
例
、
林
二
・
卅
・
一
二
。
釋

為

謂
即
骨
窠
。

即
此

字
之
草
率
者
、
其
字
簡
畧
出
之
則
為

諸
形
、
因

疑
凡
卜
辭
「
亡
𡆥
」
字
均
是
「
亡

」、
讀
為
無
𣄸
、
但
苦
無
確
證
。
今
得
本
片
、
此

疑
乃
断
然
證
實
矣
。

（
9
）
饒

曰
、

即
骨
之
象
形
本
字
。
因
形
不
顯
。
乃
加
肉
以
箸
之
也
。
唐
蘭
曰
、
過
伯

𣪕
之

即
過
也
。
從
辵
。
從

。

即

也
。
魚
𠤎

字
所
從
之

即
骨
字
。
卜
辭

之

即
䯉
字
。
倫
按
饒
唐
二
説
是
也
。
初
文
骨
字
本
象
形
作

。
此
上
之
象
骨
之
耑

處
也
。
金
甲
文
則

象
兩
耑
之

也
。
説
解
本
作
骨
也
。
以
今
釋
古
。
校
者

不
知
、
則
以
剔
人
肉
置
其
骨
説
之
。
自
後
世
有

刑
外
寧
有
此
忍
事
乎
。
頭
隆
骨
也
亦

校
語
。

（
10
）
綜
之
、
卜
辭
諸

字
、
釋
為

骨
、
讀
為
禍
。
於
諸
辭
均
可
通
。
讀
至
荻荻

二
字
、

則
為
从

之
字
、
當
釋
占
。
若
卟
與

、
非
一
字
也
。

（
11
）
總
之
、
前
文
既
闡
明
了

為
骨
字
的
初
文
、
象
骨
架
相
支

形
、
其
左
右
小
豎
劃
象

骨
節
轉
折
處
突
出
形
、
後
來

字
孳
乳
為
骨
、
遂
成
為
从
肉

聲
的
形
聲
字
、
這
就
糾

正
了
説
文
的
誤
解
。
至
于
商
代
金
文
中
舊
所
不
識
的
字
、
以
古
文
字
横
列
豎
列
往
往

無

證
之
、
無
疑
它
也
是

字
的
古
文
。
古
文
字
中

和
从

的
字
既
然
常
見
、
則
甲

骨
文
的

等
字
、
舊
釋
為
禍
、

或
骨
、
又
釋

或

為
過
、
都
是
主

觀
臆
測
、
毫
無
根
據
的
。

（
12
）「
歛
」
は
「
斂
」
と
は
別
字
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
は
「
斂
」
の
意
味
で
「
歛
」

を
使
っ
て
い
る
と
と
ら
え
た
。『
字
彙
』
醒
誤
に
「
斂
、聚
斂
収
斂
、从
文
、今
誤
作
歛
、

歛
、
音
酣
、
欲
也
、
从
欠
」
と
み
え
る
。

（
13
）〔
解
字
〕

象
ト
用
之
牛
肩
胛
骨
形
、
即
《
説
文
》

字
初
形
、
上
部
之
象
骨
臼

之
下
凹
、
下
部
之

象
牛
肩
胛
骨
上
歛
下
侈
之
形
、
又
ト
骨
整
治
時
於
骨
臼
一
側
鋸
去

一
直
角
形
之
骨
塊
、
故
復
於
骨
版
上
部
骨
臼
旁
特
別
描
繪

形
之
缺
口
而
作

形
。

甲
骨
文

或
又
作

、
乃
由

形
簡
化
為

、
進
而
簡
化
為

、

形
。

 

一
、
用
作
骨
（
例
文　

省
略
）

 

二
、
読
如
禍
（
例
文　

省
略
）

 

三
、
人
名
（
例
文　

省
略
）

（
14
）
…
此
牛
胛
骨
轉
倒
之
形
也
。
此
字
隷

、
實
骨
之
形
也
。

（
15
）
白
川
静
、
平
凡
社
、
一
九
九
六
、一
〇
五
頁
。

（
16
）
四
庫
全
書
の
『
列
子
』
は
「
楚
之
南
、
有
炎
（
去
聲
、
夲
作
談
音
朽
）
人
之
國
、
其

親
戚
死
、
㱙
其
肉
而
棄
、
然
後
埋
其
骨
、
廼
成
爲
孝
」
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ン
ダ
ー
ラ

イ
ン
の
部
分
が
白
川
静
の
引
用
し
た
部
分
。
こ
こ
で
は
、「

」で
は
な
く「
㱙
」と
な
っ

て
い
る
。「
㱙
」
だ
と
朽
ち
る
意
味
と
な
り
、
肉
を
腐
ら
せ
て
骨
だ
け
に
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
や
は
り
白
川
静
の
い
う
複
葬
の
意
味
と
な
る
。
こ
の
部
分
、『
墨
子
』
巻
六
、

節
葬
下
は
「
其
親
戚
死
朽
其
肉
而
棄
之
」。『
太
平
御
覽
』
四
夷
部
十
一
、
南
蠻
六
、
炎

人
國
、「
博
物
志
曰
…
、
其
親
戚
死
、
刳
肉
、
死
棄
之
」。『
太
平
廣
記
』
蠻
夷
一
、
輆

沐
國
、「
其
親
戚
死
、
刳
其
肉
而
棄
之
」。「
朽
」
と
「
刳
（
け
ず
）
る
」
の
二
種
に
分

か
れ
る
。
宋
、
祝
穆
撰
『
古
今
事
文
類
聚
』
前
集
巻
五
十
六
、
喪
事
部
、「
其
親
戚
死

（
音
寡
）
其
肉
而
棄
之
」
に
み
え
る
も
の
が
「
」
で
あ
る
。（
要
確
認
）。

（
17
）
前
掲
『
字
通
』、
一
○
五
頁
。

（
18
）
劉
志
基
主
編
、
大
象
出
版
社 

二
○
一
三
年
、
四
七
六
頁
。

（
19
）
甲
骨
文
象
骨
架
之
形
、
当
為
〝
骨
〞
字
初
文
。
後
世
〝

〞
字
罕
見
、
當
因
〝
骨
〞

字
已
有
故
。

（
20
）
李
抖
「
殷
墟
八
頭
坑
髑
髏
與
人
頭
骨
刻
辭
」（『
中
國
語
文
研
究
』、
一
九
八
六
年
、

八
期
）、
荒
木
日
呂
子
「
東
京
国
立
博
物
館
保
管
の
甲
骨
片
に
つ
い
て
―
人
頭
骨
刻
字

に
つ
い
て
の
考
察
」（M

U
SEU

M

　

東
京
国
立
博
物
館
美
術
誌
、
一
九
九
三
年
）
を
参

照
。

（
21
）
拙
稿
「
死
に
つ
い
て
の
文
字
学
的
考
察
：
魂
と
骨
の
観
点
か
ら
」（
人
文
学
論
集
． 

2003

、21

、p.51-66

）
で
詳
し
く
論
じ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
内
容
を
簡
略
に
紹
介

し
た
が
、
考
察
の
角
度
を
変
え
て
い
る
。

（
22
）
𠛱
骨
之
晁
也
。
从
半
咼
。

（
23
）。
前
掲
『
字
通
』
六
四
二
頁
「
死
」
に
掲
げ
ら
れ
た
も
の
。

（
24
）
徐
仲
舒
、
一
九
八
八
年
、
四
川
辞
書
出
版
社
、
四
六
三
頁
。
象
人
拝
於
朽
骨
之
旁

以
會
死
義
。

（
25
）
一
期
。『
小
屯
・
殷
墟
甲
骨
文
字
甲
編
』
甲
一
一
六
五
。

（
26
）
一
期
。『
小
屯
・
殷
墟
甲
骨
文
字
乙
編
』
乙
一
〇
五
。

（
27
）
一
期
。『
殷
墟
書
契
前
編
』
前
五
・
四
一
・
三
。

（
28
）
前
掲
『
字
通
』
六
四
二
頁
。

（
29
）『
荘
子
』
外
篇
、
至
楽
第
十
八
「
莊
子
之
楚
、
見
空
髑
髏
、
…
援
髑
髏
枕
而

、
夜

半
髑
髏
見
夢
曰
、
子
之
談
者
、
似
辯
士
…
」。

（
30
）
祸
毁
也
。
言
毁
滅
也
。



一
二
五

漢
字
學
硏
究　

第
五
號

（
31
）
毀
謂
抜
候
燃
毀
除
殃
咎
之
屬

（
32
）
前
掲
『
字
通
』
三
三
〇
頁
。

（
33
）
前
掲
『
字
通
』
六
七
七
頁
。

（
34
）
前
掲
『
字
通
』
一
〇
八
五
頁
。

（
大
阪
府
立
大
学
大
学
院
人
間
社
会
シ
ス
テ
ム
科
学
研
究
科
教
授
・

立
命
館
大
学
衣
笠
総
合
研
究
機
構
客
員
教
授
）




